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「転
シ フ タ ー

換子」としての光学機器とその指示対象となる像についての考察 
─ W. G. ゼーバルトとヴァルター・ベンヤミンを手がかりに ─

Consideration of optical instruments as "shifters" and the image that they signify 
─ Taking W. G. Seewald and Walter Benjamin as clues ─

鈴木のぞみ 
（美術作家）

要　旨
　本研究は、イギリスにおけるヴィクトリア朝の産業革命や写真の黎明期に焦点を当て、主に19世紀以降の光学機器
において眺められてきた対象とその背景にある視覚文化について、自作を通して考察するものである。筆者は近年、
光学機器を支持体として、そのレンズ部分に写真乳剤を直接塗布することで対象の像を定着した視覚芸術作品を制作
している。本稿では、支持体となる光学機器の指示対象を推測することで、一点透視図法的な近代の眼差しを相対化
し、多元的な記憶を想起させることができると仮定する。ロシアの言語学者ロマーン・ヤーコブソンによる「転

シ フ タ ー

換子」
という概念を美術批評に用いたアメリカの美術批評家ロザリンド・E・クラウスの理論によれば、転

シ フ タ ー

換子とは、ただ
空虚であるために指示対象があてがわれるのを待つ言語記号である。そこから筆者は、見る対象が存在しなければそ
の意味を為さない光学機器とは転換子であると捉え、その概念を自作における支持体と指示対象との間にある関係性
に援用する。さらに、W. G. ゼーバルトの文学空間における技法や、ヴァルター・ベンヤミンの言説を参照し、そこ
から導き出された指示対象のイメージを、支持体となる事物それ自体に定着した自作のプロセスについて言及する。
結論として、自作は視覚芸術分野において人間を中心として構築された世界を見直すための視点を模索する行為であ
ると位置付ける。
キーワード：指示対象　転換子　光学機器

abstract
　Focusing on the Industrial Revolution during the Victorian era and early photography in the UK, this research 
examines through my own work the target objects viewed by optical equipment mainly from the 19th century 
onwards and the visual culture behind them. In recent years, my work has been spent producing works of visual 
art in which the image of the object is fixed by applying photographic emulsion directly to the lens of the optical 
equipment, using it as a support medium. This paper proposes a hypothesis that by speculating on the target 
object signified by the optical equipment, it is possible to relativize the one-point perspective of the modern gaze 
and evoke a pluralistic memory. According to the theory of American art critic Rosalind E. Krauss, who referred to 
the Russian linguist Roman Jakobson's concept of the 'shifter' in her art criticism, the shifter is a linguistic signifier 
that is simply void, waiting to be assigned a signified object. From this point of view, the paper considers the 
shifter to be an optical device that has no meaning unless the object to be seen exists, and applies this concept to 
the relationship between the support medium and the signified object in my own work. Furthermore, referring to 
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W. G. Sebald's literary technique and Walter Benjamin's discourse, it refers to the process of making my work in 
which the image of the signified object derived from is fixed in the support medium itself. In conclusion, the paper 
positions my work as an act of seeking a poly-perspective away from the human-centered worldview that has been 
constructed in the field of visual arts.
key words：signifier　shifter　optical equipment

序

　本稿は、視覚芸術分野において指標的に作品制作を行うにあたり、光学機器を支持体とすることで

何をもたらすことができるのか、筆者の作品制作とそこに至るリサーチを通して検証するものである。

19世紀中葉に出現した写真は約180年にわたり、われわれの視覚意識と経験を大きく変革してきた。

写真を指
インデックス

標記号であるとしたチャールズ・サンダース・パースの概念を美術批評に用いたアメリカの

美術評論家ロザリンド・E・クラウスの「指標論」によると、指標的に作品を制作する手続きは、作

者の介入を打ち消すという 1。それゆえに、客観的なメディウムである写真は芸術作品の制作におい

て芸術家の創造性に疑問を呈し、偶然性や作者のコントロールを超えた決定因をもたらすものとして、

様々なかたちで用いられてきた。例えば、ダダにおいては伝統的価値や因襲的形式、理性の優位に対

する反抗から、コラージュやフォトグラムが用いられた。シュルレアリスムにおいては、写真のオー

トマティスムによって無意識の世界を表すためにフロッタージュやフォトグラムが試みられた。また、

構成主義やバウハウスにおいては、機能主義や合理主義による造形を探求する上で、写真は表現の主

観的・個人的な契機を排除する方法として位置付けられてきた。

　筆者の制作方法は、写真の原理を通して指標的な方法で事物が孕む潜像を顕在化することで、指示

対象の選択における恣意性を減じて像を得ようとするものである。潜像とは、露光によって写真感光

層に生ずるが、現像するまでは目に見えない像を指す写真用語である。すなわち、光によって「顕

在」化される物理的な変容可能性とは、遡行的に事物に「潜在」している「潜像」であると捉えるこ

とができるだろう。そのような作品制作を通して、事物が主体となる世界についてわれわれ人間が仮

想的に思索することで、作家である筆者は主体を退隠し、事物が見ている世界を顕在化すると考えら

れるのではないだろうか。　

　筆者は、これまで取り組んできた制作における支持体と指示対象が何であるかという観点に従って

「穴」「影」「鏡」「窓」「レンズ」という項目に自作の分類を行っている。本稿では、その中でも「レ

ンズ」の嵌められた光学機器と写真における指標的な方法論による作品制作を主題とする。光学機器

が発展した背景にある土着的・歴史的な文化を踏まえて、これまで「レンズ」が透過し屈折していた
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であろう指示対象の像について考察する。そして、一点透視図法的な近代の眼差しを相対化し、多元

的な記憶の想起を目指した自作について論じていく。

1 　窓から光学機器へ

　筆者はこれまで、窓越しに見える風景を窓ガラスに直接定着した写真作品や、鏡に映る風景や肖像

を鏡に定着する作品を制作してきた。それらの作品は、かつてその事物が、誰に、何処で、どのよう

に使われていたのか、その来歴がわかる場合にのみ像を定着している。すなわち、筆者にとって作品

制作とは、作者によって恣意的に撮影された像を事物と組み合わせて創造されるものではなく、事物

によってすでに切り取られ、眺められてきた対象の像を事物それ自体に定着することで、事物の潜像

を顕在化する行為であると捉えてきた。

　筆者は2019年から 1 年間イギリスを拠点にヨーロッパに滞在していた。かつて造船業で栄え、タイ

タニック号を建造したことでも知られる北アイルランドの首都ベルファストに滞在していた際、アン

ティークショップで古い舷窓を見つけた。当初は、来歴が不明となった事物が指示対象としていた像

を辿ることは困難だと判断した。しかし、舷窓は特定の土地に帰属する建築物の窓ではなく、船とい

う移動する事物に嵌められていた窓である。したがって、その窓からどのような風景が見る対象とし

て眺められてきたのかを推測する必要性が生じる。それは同時に、推測することで指示対象を想像す

る余地があるということだ。そこから、筆者は舷窓の来歴を調べ、かつてどのように使われていたの

か思索した。舷窓それ自体の持つ情報や、そこに残された痕跡を注視すると、真鍮で作られたその舷

窓の表面の右上には、アルファベットの刻印があることに気づいた。その刻印をたどると、かつてグ

ラスゴーにあった船舶部品製造会社SIMPSON LAWRENCE & Co. GLASGOWによって作られた舷

窓であることがわかった。そこから筆者は、この舷窓はかつてベルファストとグラスゴーをつなぐア

イリッシュ海を渡ってきたのではないかと想像した。そこで、現在でも 2 地点を行き交うフェリーに

乗船し、そこから見える海景をかつてこの舷窓から眺められていた対象物であると捉え、撮影した。

そして、舷窓の窓ガラスに写真乳剤を塗布し、その像を定着した〔図 1 〕。このように、舷窓のよう

な可動性を持つ事物を支持体とした場合、そこから何が眺められてきたのか、その指示対象を推測す

ることができると考えられるだろう。　

　ここまで述べてきた舷窓とは、透過光によってその先にある対象を見通すことができる事物である

が、同時に明かりとりや通気など、「見る」ため以外にも機能が備わっている。では、窓と同じよう

に光を透過し、その先にある対象物を見通すための道具であるレンズの場合はどうであろうか。次章
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では、レンズの指示対象について考察する。

2 　指示対象があてがわれるのを待つ「転
シ フ タ ー
換子」としてのレンズ

　かつてレンズは「透鏡 2」と呼ばれた。レンズで作られた道具は今日においても望遠鏡や虫眼鏡な

どと呼ばれているように、「鏡」という漢字が用いられる。光を使用する道具として、鏡はもっとも

歴史が古いものであることから、レンズに「鏡」という漢字が慣習的に使われたのであろう。では、

レンズはいかにして光を透過してきたのか。ここで言及するのは、レンズが嵌められた事物──望遠

鏡、眼鏡、虫眼鏡──などの光学的な目的のために作られた機器である。それらの光学機器は、主に

対象物を拡大したり、焦点を合わせたりしてよりよく「見る」ための道具である。したがって、レン

ズを嵌められた事物とは、対象物を見ている間しか意味を為さないものであると言えるだろう。では、

それらの事物を通して、人間は何を見てきたのか。同時に、事物それ自体もまた、何を指示対象とし

て対峙してきたのか。　

　クラウスは、パースの提示した「指標」というカテゴリーの中に「転換子の現実指示対象 3」を含

〔図 1 〕　鈴木のぞみ《The Rings of Saturn：舷窓─アイリッシュ海》2020年
イギリス製の舷窓、写真乳剤　φ224mm×82mm　個人蔵　撮影：森政俊
























